
              オ リエ ン トで の 自分 探 し

     ― ア ン ネ マ リー ・シ ュ ヴ ァル ツ ェ ン バ ハ の 『幸 せ の 谷 』 ―

                                   武 田 良 材

は じめに

 アンネマ リー ・シュ ヴァル ツ ェンバ ハ(1908・1942)の 著作のなかで最 高傑作であ ろ う長編 小

説 『幸せ の谷』1(1940)は 、 「長編 小説 」とい うなんで もない副題がふ さわ しくない よ うな、

説 明不足 のおぼ ろげな物語 で ある。読者 には主人公 の名 前 も↑甥llも知 らされず、 Z「 わた した

ち」といつた代名 詞 の指 示す るものが しば しば判然 としない。主 人公の 寄る辺 ない心情 がただ も

の憂 げに語 られ て ゆ く。そ の荘漠 た る文 体は、危 うく崩れ落 ちかねない ところで絶 妙にバ ラン

スを取って、強烈 な魅 力を放 つ。

 この小説 の下書 きにあた る随 筆風 の断片集 『ペル シアでの死』(1995)に は、この捉 え どころ

の無 さを端 的に表 わす箇所 があ る。 「世の果て 一 」 とい う先行 する章 に呼応 して 「一 そ して

力尽 きた人 」と冠 された章は 、 「も し人 が力尽 きれ ば どうなるだろ うか?(病 気 でな く、痛みが

な く、不幸で もな く、 もつ と悪 い)」3と 、他人 に伝 えがたい苦 しみを語 る一文で始ま る。 これ

を手 がか りに、 『幸 せの谷 』もまた力尽 きた主 人公 が死への誘惑を克服 し再生す る物語 だと解釈

でき るが、 力尽 きた理 由が 明示 されな い ことか ら、晦渋 な印象 を与え る。本稿 で筆者 は、作者

シュ ヴァル ツェ ンバハ が力尽 きた最 大 の理 由を、家族 の親ナ チス的なあ りかた と自身 の反 ナチ

ス活 動 との間の板 ば さみ に見 出 し、 この板 ば さみを解 説す るが、 しか しなが ら世間 に騎 に落ち

ぬ 自殺が多い こともまた見逃せ ない。 こ うした死へ の憧 憬を 『幸せの谷』のなんとな くつ らい と

いつた曖昧 さは、 うま くす くい 上げてい る。

1Schwarzenbach , Annemarie:Das Gl�kliche Tal.. Roman―Frauenfeld 1987.以 下これについては 目で引

用ページを指示する。
z研 究者によって男性として扱 う場合(主 人公について男性名詞が使われている箇所があるため)、女性として

扱 う場合(同 性愛小説として読めるため)、わからないと断Qす る場合があり、そのように立場が分かれるこ

 とからして、性別は断定できなし㌔
SSchwarzenbach Annemarie:7bdin Persien. Base11998, S―37―シュヴァルツェンバハは草稿 にとどまって

いた 『ベレレシアでの死』を材料に して 『幸せの谷』を仕上げt 完成度に歴然たる差はあるが、理解の助け

 となる限りにおいて前者からも引用する.
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 この荘漠 とした雰 囲気 をもた らす のが、スイ スの アル プス に親 しんだ主人公 に とって際 立つ

た対照 をなす 、異郷 の地の荒々 しい 自然であ る。小 説の舞 台、 イ ランの ラール谷 は高 山病 の恐

れ もある高地 だが、テヘ ランの暑 さとマ ラ リアか ら逃れ られ る避 暑地 として利用 され、作者 シ

ュヴァル ツェンバハ は新婚時 に夫 婦で滞在 して いる。雄 大で 凶暴な 自然 と、主 人公 の果 て しな

い寂蓼感 との融 合が 、この作 品の見所で ある。 冒頭 のあた りを引用 してみ よ う。

  わた した ちのテ ン トは ラール川 の岸辺 の草む した土手 の上 にあ る。谷底 は海抜 二千五

  百 メー トル で、ペ ル シャ湾 よ りず つ と近いカ ス ピ海 の水 面 か ら測 る と、 さ らに三十 メ

  ー トル高 い。 二千五百メー トル 、それ だ けで も大層 な響 きだが、実 は大 した こ とはな

  い。な に しろ見回 してみれ ば、 山地や 山脈 がわた したちの谷 の はるか上 に讐 えてい る。

   〈中略〉ガ レ場 で絶 え間 なく石が流れ るのが聞 こえる。 この単調 でほんのかすか に聞 こ

  える流れ は、はるか遠 くの尾根 をかす める風 あ るいは名 もな き峠 道や獣道 の筋 によ

  ってわ た したちの谷か ら分断 され てい るず つ と下 の熱い平地 をかす め る見 えない風の

  うな りを除 けば、 この荒 野での唯一 の物 音である、[5]

 これ が主 人公 の幕営地で、 そ こか ら彼/彼 女 の意識 は谷の風 景 をなめ るよ うに見回 し、遺跡

の発掘 にたず さわっていた昔に立 ち戻 り、作者 の恋 人 と同名 でそつ くりな女性 ジ ャ レ4と の悲

しい結末 を迎 えた恋 をふ り返 る。 すが るもののない 主人公の焦 りを描 きつつ 、それ と不 釣 り合

い に 「幸せ」 とい う言葉が持 ち出 されて奇妙 な雰囲気 を醸 し出す。本 稿では読者 を戸惑わせ るこ

の焦 りと幸せについて考察す る。

 ところで、シ ュヴァル ツェンバハ は1987年 の 『幸せ の谷 』再刊 をもつてお よそ半世紀 ぶ りに

再 発見 された が、5記 念碑 的出版 として これが選 ばれた のは 、彼 女 の著作 のなかで文 学的 に最

も優 れてい ると考 えられ てい るか らで 、この作 品につ いて の研 究 は数 多い。 それ を簡 単に振 り

返 つてお きたい。

 再 発見か らお よそ十年を経て、1998年 にシュ ヴァル ツエンバハの愛 したエンガーデ ィンで生

誕 九十周 年 を記 念 した シ ンポ ジ ウムが 開 かれ た。6そ の 間 の 目立 つ た研 究 と して 、A玲h

4綴 りはJaleで 、 「ヤ レ」と読むべきか もしれないが、映画 『カフィリスタンへの旅(凸b融m訪

KaSristan)』(2001)に 倣って 「ジャレ」 と表記する。二人の旅人たちは実際にはフランス語で意 胃疎通 し

ていたと考えるのが自然だが、この映画はドイツ語で撮影されている。
5亡 命作家たちの多くは1933年 から45年 までのナチス時代に ドイツ国内で読まれる機会がなかつたため、

1945年 以降も忘れられたままで、例えばユルゲン ・ゼルケによる伝記『焚かれた詩人たち(Die veibtannten

Dichter)』(1977)な どで再発見 される必要があった。

fi報告書が出版 されている。 W皿ems, Elvira(Hg.);Annemarie Schレvazzenba(:h. Autnrrn― 脇 盟飽 一
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Georgiadouの 博 士 論 文 『遊 牧 民 の 逃 路 一 ア ンネ マ リー ・シ ュ ヴ ァ ル ツ ェ ン バ ハ の 世 界 』

(1994)を 挙 げ て お き た い。 これ に つ い て 注 目す べ き点 は 、再 刊 版 『幸 せ の 谷 』に詳 細 な伝 記 を

添 え た た め に影 響 の 大 き か つ た編 者Charles Linsmayerを 克 服 す る姿 勢 を打 ち出 して い る こ と

で あ る。7Georgiadouの 甚 だ挑 発 的 な 主 張 に よれ ば 、 LinsmayerはRoger Perretら との シ ュ ヴ

ァル ツ ェ ンバ ハ 戦 後 初 出版 争 い に 「不 幸 に して 」8勝 利 した が 、 「『幸 せ の 谷 』の編 者(Linsmayer

の こ と)に とつて 、 『追 放 され た 心 庸』 とい う類 の 解釈 は許 しが たい 」9も の で 、 す な わ ち この

作 家 を理 解せ ず 、 ひ ど く過 少 に 評 価 す る。10要 す るに 女 流 作 家 蔑視 の透 けて 見 え るLinsmayer

の文 章 に は 反 発 が 大 き く、11多 彩 な研 究 が 展 開 され る に 至 る。 先 の シ ン ポ ジ ウム で は 、Kat血

Lehnenが 、旅 は 旅 人 自身 が 内 面 を 見 っ め る作業 で あ る と して 、 『幸 せ の谷 』 は 「反 ・旅 行 記 」

(AntrReisebuch)で 、 主 人 公 は 疎 外 され た 状 態(fremd)に 留 ま り続 け る と解 釈 して い る。12

Sabine R{〕hlfは シ ュ ヴ ァル ツ ェ ン バ ハ の感 じた 追放 感 を 「自己 追放(Selbstverbanmmg)」 と し

て 同 性 愛 の観 点か ら読 んで 、 世 の 果 て に辿 り着 い た 主 人 公 が 最 後 に逃 げ 道 を見 出す 物 語 で あ る

こ と を、13Sabine]Lernerは 『ペ ル シ アで の 刎 と 『幸 せ の谷 』 を比 較 し、 主人 公 の 性別 な どが

曖 昧 に され 、疎 外 感 が 強 め られ た変 更 を指 摘 した。14

Folagra�x Herbolzheim 2001.
7研1版 にはLinsmayerに よる最近 にな って単体で出 撚 れたほ 群 しレ伝 言酪 添え られ、恰卿)入 門書 と

 なった。Linsmayer, Charles:】:.eben und Werk Annemarie Schwarzenbachs, Ein tragisches Kapitel

 Schweiaer Literaturgeschichite. hl Annemarie Schwarzenbach(1987)S159②23」i.111Smayer, Chark∋sl

Annemarie Schruarzenbach. Tin Kapiteltragische Schrveizerliteratuzgeschichte. Frauenfeld 2008.

8Georgiadou , Are廿:」F7砒 ぬ餅 曙 θeinerハ 伽 ∂曲.」Die Welt Annemarie働Ivazzenbachs,」Eine

 Untersuchungzu Letaen und Werh-. Universit舩 Frankfiirt iDiss)1994(M㎞ 佃皿1995), S―87.
9Ebd ., S.98.亡 命 文学者 シュ ヴァル ツェンバハ を解釈す る上では、親友 だったクラ ウス ・マ ン と同様 に、 「追

 放 感」が鍵 とな ると考 え られてい る瓜Linsmayerは それ を評 価しない。
10彼 女 はシュヴァル ツェ ンバハ をあ ま り評 価 しなかったLinsmayerの 敗北を高 らかに宣言する。 「だがわた

 しは満足 して こ う確言 す る、彼 女を少 し目覚め させただ けです ぐまた忘 却の中に眠 り込ませ るとい う彼の

 狙 いは失敗 した」Ebd,, S,99.
11女 流作家は 自伝 的に しか書けな いな どの彼 の主張が反発 を招いた。 フェ ミニズムおよび同性愛の視 点での

 考 察 に つ い て は 次 を 参 照 の こ と 。Hendler,:一  Tbxte ohne Gewicht. Z㎜

 litexaturwissenschaftlichen Umgang mit Annemarie Schwarzenbach.工n=Linck, Duck/Popp Wo】.fgang

 !Rund, Annette(Hg.):Erinnern und Wiederentdecken. Tabuisieren切 ゴEnttabuisierung der

 加鋤 励θηαηゴ1旧 励 訪 θα伽(醐 ㎜ 訪 搬'加 附 舶 ㎡ αηゴ面'倣Berhn 1999,5.385-402―
uLehnen , Kat血=Die Darstellung der Niemde in〔ler Pmsa Annemarie Schwarzenbachs am Beispiel der

 I,.yrzschen Novelle, des(gl�klichen 4舁s und der Novellensammlung・ 距'diesem Regen. In:W皿ems

 (2001)S.107―118.

五3Rohぜ は十分 理解 して留保 を付 けているが、主人公 の1甥-Jが不明であ りなが ら同 性愛 と解釈す るのは強引で

 ある。Roh皿Sab血e:Ex且und Fluchtlinien des Begehrens血Das gl�kliche盟In:Willems(2001)

 5.137.152.博 士 論文 で詳 しく論 じ られ てい る。RohE Sabine:Exil als Praxis―Heimatlosigkeit als

 伽 卿 ㎏g倣 伽 ヨ㎎ θ噸 肋r踊 η㎜aηθ四η伽 ㎜,M�chen 2002(Dies.,2001).
'"Sabine Lerner:Reisen ohne anzukommen . Selbstsuche und Entgrenzung血Annemarie
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 その後 、シュ ヴァル ツェンバハ の著作が数多 く出版 され 、それ に伴 つて研 究テーマ も多様化

したので、 とりわけ この小説 がよ く論 じられ る とい うこ とはな くな つたが、2005年 の論集 『ア

ンネマ リー ・シ ュヴァル ツェンバハ ー 分析 と未 発表原樹 で、-na D'A,gostiniは シュ ヴァル

ツ ェンバハ がマル クス主義や フ ァシズム とい ったイデ オ ロギー のもた らす楽 観的展 望の反対 側

に 目を向けていた ことを、 「影」とい うキーワー ドで浮 き上 が らせて い る。152008年 の論集 『イ

ンサイ ド・ア ウ ト ー アンネマ リー ・シュ ヴァル ツ ェンバ ハの作 品の テクス ト志 向調査 』で、

Sofie DeoockとUta Schaffernは 誰が誰に話 して いるかわか らない とい う混乱に焦点 を合 わせ 、

死 者 との対話は 自分 自身 の言 葉 を聞 く行為 で、かつ 時系列 の失 われた語 りは人生 の発 掘 とい う

観sか ら、書葉 や 自我 を喪失 した状 況が描 かれ てい る と主張 し、is Melissa De Bruykerは 図像

学 的分析 を提示 する。17

 以上の研究 に加 えて、他 の著作 を扱 った もの、作 者の活 動 を丹念 に調べ 上 げた ものが あるわ

けだが、 ともあれ筆者が 『幸せの谷』について さ らに重視すべ き と考 える点 は二つ ある。 一つは

主人公 の性別が意 図的に曖昧に されて いる ことで 、そ こには男 でな ければ女、女 でな けれ ば男

とい う二分法 を超 えた世界 が描 き出 されてい る魅 力が ある。 前号 の拙論18で 詳 しく紹介 した と

お りシュヴァル ツェンバハ 家 において 同性 愛の敷居 は かな り低 い ものであつたの に、 この小 説

での恋愛 を敢 えてn性 愛 と して取 り上 げては、作 品 を損 ない、 男女 の区別な く愛 した シュ ヴァ

ル ツェンバハ の恋愛観 を矯 」北 す るこ とが懸念 され る。反 ナチ ス文学 と同性愛 との結び っけは

トーマス ・マ ンや ク ラウス ・マ ンの研 究な どで多用 され て手垢 にまみ れた感 もあ る。 よって こ

こで は異 性愛 か同 性愛かに こだ わ らない。 も う一 点 は亡命 作家 と しての側面 で、 彼女 の葛藤 の

大 きな部分 は反 フ ァシズム活動 であったのだか ら、それ への適 度な 目配 りな くして彼女 の闇の

深 さを知 るこ とはできないだ ろ う。 これ らを踏 まえて、 この小説 を読み解 いてみたい。

ラール谷

 『幸せ の谷』の読者には、次か ら次に素朴 な疑 問が浮 かぶ はずで ある。 「わた し」は何者か、

 Schwaizenbachs Roman Dasgl�kliche Tal In:Willerns(2001)S.153―168.
i; D'Agostini, Tina �Opposition zur hellen Welth舁fte der Tatsachen". Annemarie

 Schwaraenbachs,Schatten`. In:F臧n〔fers, Walter/Rohr Sabine(Kg.):ハ ㎜ ㎝ 磁1鋤 懸 幽 血

 Analysen undErstdrucke. Bielefeld 2005,5.123-138.
16DeoDck , Sofie/Schafiers, Uta:,Still;kein Wort�er die「n)ten dieses Landes Gespr臘he mit den loten

 in Annemarie Schwarzenbachs Dae gl�kliche Z堀In:dgL(Hg.)=inside out肋 画θぬ 館

 Erkundungen des Werks wnArmemarieSchwazzenbach. Bielefeld 2008,5.55-76.
17B皿yke蔦 晩 埆sa Del Z轍hen恥 ㎜Bibel und Ich:ikonographische Entw�fe wn Individuum und

 Kollektiv in Schwarzenbacha Dasgl�kliche Tal. In:Decock/Schaffern(2008)S―77―102.
18拙論:「 アンネマ リー ・シュヴァルツェンバハにおける反ナチス ― エー リカ、クラウス ・マン、そして山

 との昌縣 」1旛 榊 獺蚊 研i魅 『騨 浩 』羽 号(2008年)、91―11頂 所幌
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男か女か、 「わた したち」 とは誰 を指 してい るのか、誰 が誰 に向かって話 してい るの か、 なぜ荒

野 にいるの か、 な どと。 そ うい う曖 昧 さをおお らかに受け入れて しま うのが楽 しみ方 として一

番 よいだ ろ うが 、解 釈 のた めにはせ めて舞台 のラール 谷につい て客観 的知識 を持 つていた ほ う

が よい と思 われ る。 な に しろ、作者 はそ こにあま りに も暗い心象 風景 を投影 していて、誤解 を

招 きかね ないのである。

 1935年5月 にテヘ ラン駐在 の フランス外 交官 と結婚 したアンネマ リー ・シュヴァル ツェンバ

ハは 、8月 にイ ギ リス公 使館の招待 を受 けてラール谷 でテン ト暮 らしをす る。 この年 、1935年

は8月 まで に結婚 の他に麻薬 中毒 の療 養 と自殺未遂 、マ ラリアの発症 、不治の肺病 を抱 える ト

ル コ廻 吏の娘ジャ レ19と の恋 とい うス キャンダル など、心 身に大 きな負担 が度 重な り、テヘ ラン

の夏 はシ ュヴァル ツ ェンバハ に とって耐 えがたかつた。そ のため避暑 と して プール谷 へ行 くこ

とになった のだが、時期 か らすれ ばそれ は新婚 旅行で もあつた。 マラ リア罹患 とジ ャレとの恋

は 『幸せ の谷』に書 き込 まれてい るが、ただ し事 清を知 らぬ読 者は不親切 な描 写に とま どうはず

で ある。

 さて、 このプール谷は標 高5,670メ ー トルの休火 山デマー ヴァン ドの火 口の一部 で、テヘ ラン

か ら七十 キロメー トル程 の ところにあ る。標 高が高 くて涼 しいので、イ ギ リス公使館員の 夏の

キャ ンプ地 となつてい た。 シ ュ ヴァル ツェンバハの体験か ら四十年以 上 も遡 る ことにな るが、

ガー トルー ド ・ベル(1868-1926)が1892年 に初 めて中東 を訪れ、 『サファル ・ナーメ ー ペ

ル シアの1青景、あ る旅行言訓(1894)と い う著書で ラール谷 を紹介 しているので、それを紹介 し

た い。ベル はオ クス フォー ド大学 の女子 カ レッジ を二十歳 で卒業 した人 で、歴 史家で もあ り、

シュ ヴァル ツェ ンバハ とか な り似 通つ た ところが ある し、シュ ヴァル ツェンバ ハ もや は り彼 女

に興 味を持 つていた。20ベ ル の風景描写 はシュ ヴァル ツェンバハ に違わない。

  創 世 の とき よ り生 あ る もの がその寂箕 を乱 した ことはないかに見 える、 ある狭い渓谷

  の陰気 きわま る底 には 、あ るいは今 日は黒い天幕が散 らば り、馬 と儲駝 の群 れが流 れ

  の ほ とりで草 を食 み、 大気 は犬の吠 え る声 と女子供の 叫びで満 ちてい るか もしれない。

  だが 明 日、生命 はその しる しも と どめていない 一 遊 牧者 は去 り、静寂 が外 套の よ う

19幼 ないころから肺が悪く、第一次世界大戦前はスイスのダヴォスで療養生活を送った。シュヴァルツェン

 バハがラール谷に滞在 している間にテヘ ランにて死去。Schwarzenbach, Annemarie:7bd in Persien

 Base11998, S.82ff
以1近年までベルとシュヴァルツェンバハの類1以性について強調はされてこなかつたが

、シュヴァルツェンバ

 ハはベルをかなり意識 し、ベルの足跡を辿つていたようである。Kolo, Kanal Y Odisho/M�ler, Heidy

 Margrit:Annemarie Schwarzenbachs., .Persien und Gertrude Bells Persian Pictcues Verborgene

 intertextuelle Bez�e.]h=Decock/Schamars(2008)S―103.130.
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  に山か ら山 を蔽 って しまつて いる。21

 そのよ うに寂 しい土地だが 、ベルの旅行記は、 『幸せの谷』で曖昧 にされ た、高級 リゾー トと

しての側 面を詳 しく描 いてい る。

  しか し、谷 の住 人は遊牧民 だけではない。 もっ と贅 沢な野 営地 が一つ 二つ ある。 イ ン

  ドの さる王子がキャンプを張 つてい て、そ ばを通 ると釣 竿を手に したまま愛想 よ く 「グ

  ー ド ・イ ヴニン、サ ア」 と声 をか ける。 〈中略〉

   またペル シアの貴人は夏 の暑 さを この涼 しい隠れ がに避 けてお り、川 端 にフラ ンス

  あ るい はイ ン ド製 の手の こんだテ ン トを張 る。 三、 四十頭 の馬 を野天 で飼い 、魚 釣 り

  に出か ける ときで さえ連れ てきた大勢 の従者 にお供 をさせ て、馬でまわ つて歩 く。 〈中

  略〉お歴 々は、 ご婦人 がたも伴 つてい る。気 ままな孤独 を楽 しめる こんな ところです ら、

  白いキ ャンバ スの壁 が、捕 らわれ の立場 を逃れ られ ない妻 たち娘た ちのテ ン トのまわ

  りに張 りめ ぐらせ てある。 〈中略〉山中に あって も、 自分 の庭園や 館にい るの と同 じよ

  うにくつ ろく㌔ その豪勢 な鷹揚 さは、す ば らしい 自然 にそ ぐわない もので はない・一 認

 ベル は さらに、一 マイル 下流 の王女 とその娘 たちのキャ ンプを訪 問 して、そ こで レモ ン ・アイ

ス ク リー ムを振 る舞 つて も らったこ とや 、そ の娘 の一人 が、ベ ルの少 し上手 に野 営す るペル シ

ア貴族へ嫁 ぐことになつた話を報告 して いる。23本 来 の住 民 であ る遊牧民 を別 にすれ ば、 ラー

ル谷で の避 暑は王侯貴族た ちの娯 楽だ った わけだ。 ベル が描 写す る昔 とは政治状 況が違 うので

貴人た ちの様子は同 じでなかつたかも しれ ない が、この地 は1950年 代 または60年 代 にダ ムが

でき るまで はイ ンフ ラの ない僻地 だつたので、 シュ ヴァル ツェ ンバハ が訪 ねた ときも、風 景や

特権階級の リゾー トとい う性格 は同 じだ つたはずで ある。24ベ ル が記録 してい るよ うな王侯貴

族の リゾー トが舞台である ことを知 らなけれ ば、 『幸 せの谷』の主 人公が身 を置 く状況は読者 に

理解 しがたい。

21ガ ー トルー ド・ロージアン ・ベル 『ペルシアの清景』田隅恒生 訳{ 大学出版局2000年 、62頁 。原本

 の表題の 「サファル ・ナーメ」は 脈 の書」を意味するペルシア譜1927年 に本名で再刊した際に表題を

 『ペルシアの清景(Persian Pictures)』に改めた。
鋤前掲書、65-66頁。
幻育構 、 74・76」乱
%シ ュヴァルツェンバハについての ドキュメンタリー風の映画 『カフィリスタン・・の 旅』が作られた際に、彼

 女が訪れた時代 との異同を確認する現地調査が行なわれている。Dubini, RBα):Zur Entstehung eines

 Films�erAnnemarie Schwarzenbach. In:F臧nders/Rohlf(2005)S,1$7-196, hier 5.194.
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 ち なみ に、ベル の恋人 はイ ギ リス公 使館の書記官 だつたが、マス釣 りを していて ラール川 こ

落 ち 、そ して肺 炎 で亡 くなった とい う。 自然の厳 しさを思い知 らされ るエ ピソー ドで ある。 と

ころで、ベルの こ うした魅 力 ある描 写に触れ ると、ラール谷 とい う舞 台こそが 『幸 せの谷』を傑

作 に した一番の要 素ではないか と思 わせ られ る。

蓮

 王侯貴族 の避 暑地 であ るラール谷 での生活は もちろん贅沢な ものf 『幸せ の谷』では身 の回

りの こ とを使用 人 に させ 、動物 の糞 の代 わ りに遠 くか ら取 り寄せ た木 炭 を燃や し、天幕 の下の

テ ー ブル を親 しい者 た ち と囲む。 ともあれ高級ホテル はおろか、遊牧 民 たちの使 う小屋の他 に

は建物す らない荒 野で あ り、 自然 の壮 大 さを前に人 間の卑小 さが身に沁 みる とい う側面 も大 き

い。最初 の引用 にあ るよ うにガ レ場か らひっ き りな しに石 の流れ る音 が し、 日差 しは強烈 で、

川 を流 れ る雪解 け水 は痺れ るほ ど冷た い。 シュヴァル ツェンバハは、 凶暴 な 自然に苛 まれ て力

尽 きつつ ある主人 公 の 姿 を丹念 に描 く。 そ こで疑 問に思 われ るの は、 なぜ 「幸せ の谷(e血

gl�kliches Tal)」 と呼ぶ のかであ る。

 注 目され るのは 、谷 で 自然 に打 ち負か され よ うとしてい る主人公が 、そ の 自然 につい て 「敵対

的(fein〔ili(;h)」で はない と何度 も主 張す るところで、 「敵対的なのでは決 してな く、単 に大き

す ぎ る!」X281と 繰 り返す。25元 の 『ペル シアでの死』では、や はり 「周 りの風や 山々は敵対的

では決 して なく、単 に大きす ぎる」 と記 したのに続 けて、 「そのなか で人は見捨 て られ 、だか ら

全 て無意味 で、労苦 を風 が運び去 る…」26と 、人間のはかな さを憐む。そ して 「草 と水 と魚 が豊

富で、町か ら遠 く、阿 片窟か ら遠 いJl28]と い う理 由で もつて 「幸せ の谷 」 と呼ばれ る。っ ま り

自然 が凶暴であ ろ うとも、町か ら隔 絶 され、豊かな 自然に満 た されてい るか ら、ここは 「幸せ の

谷 」で ある。町あ るいは文明の否定 が根本にあ る。

 町 は第 一にテヘ ラ ンを指 す。紹 介 した通 り、 シュ ヴァル ツェンバハ は マラ リアにかか り、こ

こへ連れ て こられ た。 そ の経緯 は小説 で も同 じで ある。 そ してシュ ヴァル ツェンバ ハは この小

説 を麻薬 中毒を治療 す るため にク リニ ックに隔離 され ている状態 で書 い た。つ ま り直接的 には

テヘ ランの暑 さとマ ラ リア、そ して麻薬か ら距離を置 け ることが 「幸 せ」を意 味す る。 もっ とも

それ だけに とどま る ものではない。 小説 の終盤では趣 を異に して、悲 しい終 りを迎 えた恋 との

対 比で 「幸せ の谷 」が強調 され るこ とにな る。 この 「幸 せ」については後 ほ ど改めて取 り上げる。

助例 えば 「この空は敵対的なのでは決 してなく、単に大きすぎる!」 【26]、「大地は決 して敵対的でなく、

 ただ大き過ぎた」[113]
器Annemarie Schwarzenbach(1998)S .39―
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シュ ヴァル ツェ ンバハ家 とナチス

 主人公 はラー ル谷にいて も、広 くその周 辺地 域を語 る。 そ こで、 いわゆ るオ リエ ン トがシ ュ

ヴァルツェンバ ハに とつて何 だつた のかを確認 してお きたい。

 前回の拙論 で はこの作家 をめ ぐる状 況 を、生 い立 ち、母 とマ ン姉弟 との間 での板 挟み 、お よ

び 山との関係で解説 した。多少重 複す るが、彼女 の家庭事情、す なわ ち 『幸せ の谷』で扱 われて

い るオ リエ ン トに対置 され るべ きだが描かれて はい ないオ クシデ ン トについ てま とめ、それ を

踏 まえて彼女の四度にわたるオ リエ ン ト旅行 を紹介 す ることにす る。

 ことわつてお くと、 『幸せ の谷』 とい う小説 を楽 しむ のに背 景 を知 ってい る必要 は全 くな く、

実際、作 品のみ と向 き合 うの に近 い姿勢の論考 も少 な くない。 しか し筆者が注 目す るのは亡命

文学者 シュ ヴァルツ ェンバハ であ り、オ リエ ン トを舞 台 に した一見 かな り没政治 的 な小説 を読

む にあたって も、語 られず ともまぎれ もなく対蹄 物 と して存在す るオ クシデ ン トである。彼女 に

あってそれはチ ュー リヒの家庭 およびファシズム化 された ヨー ロッパで あ り、ここではそれ を視

野 に入れ てお く。確認 したい のは、シ ュヴァル ツ ェンバハ家 が右翼 的で、ナ チスの協力者 だ つ

た ことで ある。

 アンネマ リー ・シュヴァル ツェ ンバハ は母方 ヴィ レ家か ら、軍人気 質 と同時に、 文化 的な影

響 を受 けてい る。27祖 母 クララの父(ア ンネマ リーの曾祖 父)は フ リー ドリヒ ・ヴィルヘル ム ・

フォン ・ビスマル ク伯爵で 、かの鉄血宰相オ ッ トー ・フ ォン ・ビスマル クはクラ ラの従 兄弟 に

あた る。 クララは将校 のウル リヒ ・ヴィ レと結婚 、 この夫 がや が てスイス の陸軍 大将 に上 り詰

めるのだが、 ヴィレ家は18世 紀にスイスか ら ドイツ に移 り、1848年 の革命 の結果 と してスイス

に戻 った親独的 な家庭 だつた。 そ こで育 つた ク ララの娘ル ネがた いへ んな男勝 りで 、乗 馬の達

人 だつた ことは前 回詳 しく述 べた。 ヴィ レ家 は優れ て文化 的で もあつて、 ウル リヒ ・ヴィレの

母 エ リツ ァは詩 や小説 を書 き、 コンラ ッ ド ・フ ェルデ ィナ ン ト・マイヤー 、 ゴッ トフ リー ト ・

ケ ラー、テオ ドール ・モ ムゼ ン、アル ノル ト ・ベ ック リン、フ ランツ ・リス ト、 リヒャル ト ・

ヴァー グナー らと交友 があった とい う。 だか らルネ は乗馬 のみ な らず音楽 も、 と りわけ ヴァー

グナー を熱狂的 に愛好 した。 こ うして アンネ マ リー の母ル ネに受 け継 がれ た軍人気 質な らび に

ヴァー グナー趣 味が、シュ ヴァル ツェンバハ家 とナ チス を繋 ぐこ とに なるのだが、 その話 の前

に父方 も紹介 してお こ う。

 ル ネの夫(ア ンネマ リーの父)は アル フレー ト・シュ ヴァル ツェンバハで、祖 父が興 し、父 が

欧 米各地 に支社 を展開 させ た絹織物の企業 を継 い だ。法学 を学び 、 ライプチ ヒ大学 で博士号 を

取 ったイ ンテ リで もあ り、各国で事業 を営む資本家 と して広 く世 界 を視野 に入れ ていた。 また

距彼女の母ルネを取り巻く状況については次を参照 している.Schwarzenbach, Alexis:」伽(%㎞a伽 血
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アル フレー トの父 はチ ュー リヒ近辺 を代表 す る名 士 として 、 日曜 毎に五十名 ほ どの客 を招待 し

て音楽 の夕べを開催す るな ど、音楽 ・灘 訓の催 しを開 くこ とに熱 心だつた。 この父が評 議員 を

務 めたチュー リヒ音楽堂(lbnhalle)は 、1895年10月 にブラームスを迎 えて落成式 をし、その

後 も優 れ た催 しの会場 となった のだが 、その背景に装飾 ・舞 台装置代 を音楽堂側 が持つ とい う

手厚 固 呆護 があ った ことが知 られ てい る。 芸術の保護者 シュ ヴァル ツエ ンバハ家 に も著名な文

化 人たちが訪れた。

 ア ンネマ リー ・シュ ヴァル ツェ ンバハ の生まれ育 った家庭 は、軍事 の 中枢 に関わる ヴィレ家

と、国際 的資本家 のシ ュヴ ァル ツェ ンバハ 家 を結び 合わせ た ものだった。 この家庭環境 は彼 女

に様 々な優 れた特 性をもた ら した。男 勝 りな性格 と、優れ た運動 センス と、 「薔薇の騎士」のオ

クタ ヴィア ンの仮装 が似合 う容 姿、国 際的視野 と博士 になるほ どの学識 、さ らにはプ ロにな る

か と期待 された ピアノ とダ ンスの才能 と、詩的な美 しい文章を書 く能力。

 そ の一方 で、 両親や 叔父 、祖母 た ちがナチス を受 け入れ る とい う厄 介 な事態 になる。 なぜ な

ら、 スイ スの国防 を担 う責任 感 か らは ドイツの民族主義的 勢力 と良好 な 関係 を持 つのが、資本

家の 立場 か らは ドイツ の再軍備 と復興 を推 し進 める勢力 を後 押 しす るの が合理 的であ り、 さ ら

に両家の親 ドイ ツ的傾向 と、ル ネの ヴァー グナー好きがそれ を補 強したか らである。

 ヴァー グナー の方 か ら見て い こ う。1910年10月 、ルネは歌手エ ミー ・クリューガー と知 り合

い、長期 にわた る家族 ぐるみ の愛 人 関係 を結ぶ。 ちなみ にル ネ とアル フ レー トは恋愛結婚 だが、

ル ネは女 性に恋す る ことの ほ うが多か つた。 ク リューガーは1911年3月 に初 めての大役、 同年

1月 に ドレスデ ンで初演 され て大成 功 を収 めたホーフマ ンスタール とR・ シ ュ トラウスに よる

「薔 薇の騎 士」のオ クタ ヴィア ン役 をチュー リヒで務 め、一躍有名にな る。ル ネはク リューガー

の実生活 にお ける、いわば ヴェル デンベ ルク侯爵夫入だ つた。1922年 のチュー リヒの音楽 祭で

ク リューガー は ヴァー グナー の 「トリスタン とイ ゾルデ〕のイ ゾルデ役 にな り、それ が評価 され

た彼女 はバイ ロイ トの リヒャル ト・ヴァー グナー音楽祭 に招かれ る。 これ は ヴァー グナー好 き

のル ネを熱 狂 させ るで き ご とだ つた が、 これ によ りク リューガーはア ドル フ ・ヒ トラーに も感

銘 を与 える ことにな る。

 もっ ともク リューガ ーの 出世に は特 別な事1青があつた。 それはいわ ゆるバ イ ロイ ト音楽祭 が

第一次世界 大戦の始 ま った1914年 を最 後に休 止状態 にあつた こ とで、ジー クフ リー ト・ヴァー

グナ ーは再 開に必要 な資金 を集 めるた めにルネ ・シュ ヴァル ツェンバハ に取 り入 つたので ある。

とはいえルネ が ク リューガー のた めに ヴァー グナー を買収 した と考 えるのは うがつた見方 だろ

う。 ヴァー グナー が音 楽 祭の再開 を文化 国家 としての ドイツ の再興 と位 置付 けたので 、そ の支

 .Schruarzenbach-Wille undihreFarnihe. Z�ich 2004.
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援 はル ネの心にかな う行動 だ った。十年 ぶ りに復活 した1924年 の音 楽祭 で、 ク リューガー は

「パル ジファル」の クン ドリ、 「ニーベル ンクの指輪」 のジー ク リンデ を演 じた。

 記念す べき この1924年 の音楽祭 にヒ トラー は立 ち会 ってい ない。 彼は ミュンヘ ンー揆後、 こ

の年 の末まで刑務所 にいた。 しか しヴィニ フレー ト・ヴァー グナー とヒ トラー は1923年 か ら親

交を結 んでお り、 ヒ トラーは1925年 の音楽祭 を訪れ て、 この年 もジーク リンデ役で賞賛 を浴び

たク リュー ガー とも知 り合 つた。 ヒ トラーは彼女の手 に くちづ け し、 「お美 しい(so Sch�es!)」

と言つたそ うだ。収監 され てい る ヒ トラーに原稿用紙 を届 け るな ど世話 を焼 いた ヴィニ フ レー

ト、 ヒ トラー を魅 了 したエ ミー ・ク リューガー 、彼 女 らの後援者 だ つたル ネ、彼女 らは ヴァー

グナー劇 を仲介 に して、 ヒ トラーに親近感 を抱いた。

 その後 ヒ トラーは政 権を取 るまで公式 には この音 楽祭 を訪れ なか つたので、そ こで彼 とル ネ

が出会 うこ とはなかつたが、彼女 とナ チスの関係 はすで にそれ 以前か らあつた。仲介者 は地 政

学者 カール ・ハ ウスホー ファー28で あ る。 ミュンヘ ン大学 のハ ウスホーフ ァー教 授は、ひ いき

の学生ル ドル フ ・ヘ スを通 じて ヒ トラー を知 り、1920年 にはルネに、 「こ とを成 そ うとしてい

る者たちにあなたを引き合 わせたい のです」29と 話 した。実 際、ヘ スが1922年 の冬学期 に工科

大学チ ュー リヒ校 で学んだ際、ヘ スはハ ウスホ ーフ ァー の紹介 に よ り、ル ネ の兄 ウ リ ・ヴィ レ

と会 って いる。30も ちろんヘ スはこの時期 にナチ スの仲 間た ちを連 れて シュ ヴァル ツェンバ ハ

家 を訪れ て もい る。 ウ リはヘ スを気 に入 つて、 毎週の よ うに昼食 に招待 した ばか りか、 ドイツ

海軍 のテ ィル ピッツ元帥 と画策 してバ イエル ンに独 裁政権iを作 り出そ うと してい たので 、 この

計画に ヒ トラー をど う利用 できるか判断 しよ うと1922年 に ヒ トラー に会い に ミュンヘ ンまで出

か けてい る。そ して ヒ トラー を高 く評価 した ウ リはナ チス に資金 を提供 した。 翌年8,月 には ヒ

トラー のほ うが さらに資金 を引き出そ うとスイ スを訪れ て ウル リヒ ・ヴィ レ夫妻 を訪問 してい

る。 ヒ トラーの熱い語 り口に ウル リヒの妻 クラ ラは魅 了 され たが、 ウル リヒは気 に入 らなか っ

た。 この ときの スイスでの資金 集め は成 功 しなか った らしい。31そ の直後バ イ エル ンでは ウ

リ ・ヴィ レた ちの思惑通 りに ことが進み始 めるが、 ミュ ンヘ ンー揆 に終わ る。

 1926年 初 め、ヘスは一揆 後初 めて ウリ ・ヴィ レに連 絡 を とり、や は り資金調達 のために出版

人 ブル ックマ ン夫妻 を遣 わ した。彼 らはシュ ヴァル ツェ ンバ ハ家 も訪 問 している。新婚 のヘ ス

錫 ヒトラーに生存圏の理論を説いた人物 モアビー ト・ソネッ トのアルブレヒト・ハウスホーファーの父。
ai Alus Schwarzenbach(200 S .1G7.
1燈ドイツ陸軍を少将まで勤め上げたハ ウスホーファーは、ウル リヒ ・ヴィレの思想を学んだばかりか、面識

 もあった。 ヴィレ家の当主ウリはウル リヒの息70
71ウ リ・ヴィレが1922年 にミュンヘンでナチスに二千スイスフランを提供 したことについては裏付けがある

 が、アルフレー ト・シュヴァルツェンバハやウル リヒ ・ヴィレがい くら捌 共したのか、そもそヰ)渡したの

 かは不明である。
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が広 めの住 居に引 っ越 して三千マル クを用立て る必要 が生 じ、 ヒ トラー がそれ を与 えた際 にも、

それ によ り失われ た党費 を補 填す るた めに、 ヴィニ フ レー ト ・ヴァー グナーがアル フ レー ト ・

シュ ヴァル ツェ ンバハ に相 談 してい る。また1927年12月 にはヘス 自身が シュヴァル ツエンバ

ハ 家 を訪れ てい る。 ヒ トラー の信奉 者 ヴィニフ レー ト ・ヴァー グナー とヒ トラーの指南役ハ ウ

スホー フ ァーを通 じて 、ナ チ スが シュ ヴァル ツ ェンバハ家 に深 く食 い込 んでいた ことがわかる。

そ うした経緯 もあつてか、1927年 のバイ ロイ ト音楽祭で クリューガーはイ ゾル デ役 を射止 め、

絶頂期 を迎 える。32

 しか し1929年10月 、ニュー ヨー ク株 式市場で株価 が大暴落 し、世界規模の大不況が吹き荒

れ る。1926年 にマ ンハ ッタン四番街 の十七階建て 自社 ビル入 口に 「シュ ヴァル ツ エンバハ-

織機一万台」33と 掲 げて 、生産力で世 界一 の絹糸 メー カーだと誇示 した ばか りの大企業が、―気

に凋落 し、数年 後 には廃業 を検討す る事態 になつた。関 それ と対照的 に勢力 を拡大 したナチス

に とり、 シュヴァル ッェンバハ 家の利 用価値 はな くなつたはず である。 エ ミー ・ク リュー ガー

も1931年 に引退す る。 ただ し彼 女やルネのナチ スへの共感は続いた。35

オ リエ ン ト旅行

 シ ュヴァル ツエ ンバ ハ家 とナチ ス との結び 付きは歴史的 に重 要でないが、 これが 亡命 作家ア

ンネマ リー ・シ ュヴ ァル ツェンバハ の育 った家庭 だ つた こ とは興味深 い。彼 女 に とつて ウ リ ・

ヴ ィレは近所 に住 む 伯父 さんで、祖 父 ウル リヒか らは ヒ トラー の印象 な どを聞 き、 ク リューガ

ー の舞台 を観 るた めに母ル ネに連 れ られ てバ イ ロイ トにも通 つた
。従 つ てシュヴァツエンバハ

は 前節で紹介 した事 柄の大部 分 を知 つ ていて、その上で 、 ヴァーグナ ー好 きなが らナ チス嫌い

の トーマ ス ・マ ンー家 に共 感を抱 いた のであ る。 そ して彼女 は、シュ ヴァル ツェンバ ハ家 とマ

ン家 の正面衝突 を避 け るかの よ うに、 オ リエ ン ト36に の め り込 んだ。彼 女に とってのオ クシデ

ン トは、ナ チスに協 力す る実家で あ り、実家 とマ ン家 との対 立であ り、 ファシズム化 した世界

32エ ミー ・クリニ・一ガーのイゾルデ役は、発声の不明瞭 さなどが指摘 されて、評判が芳 しくなかつたようで

 ある。ただしコージマ ・ヴァーグナーは、 「これはマイスターがイゾルデについて思レ描 いていた通 りよ」

 と評 している。Eb〔L,5.205.
器 「Schwarzenbach-10 .000100ms」 とい うプレー トは今も掲げられたままである。

謎 五年ほどで生糸価格が五分の一に下がり、生産量は六割減少しt,人 絹市場への参入が遅れたことで、そ

 の後も再興の機会を逃 した,
35ル ネはナチスの囎 彰尋を喜んだが、夫のアルフレー トは、ヒ トラーの政権は ドイツでの商いに悪影響を

 及ぼすと警戒 していた。
36オ リエン トとい う言葉は曖昧で、親友のエー リカ、クラウス ・マン姉弟が京都まで足を伸ば しているので、

 シュヴァルツェンバハ 自身の語感では極東まで含むかもしれないが、本稿では彼女の行動範囲に限定して、

 トル コからイン ド西側の国境地帯までを指すものとする。

                    -107一



だつた。

 さてシュヴァル ツェンバ ・・のオ リエ ン ト旅 行は 四度 にわた る。 まず1932年 にマ ン姉弟に リッ

キー ・ハルガル テンを加 えた 四人 で計画 したペル シャ旅 行はハル ガル テ ンの 自殺 で頓挫 する。

一度 目はその翌 年か らで
、1933年10月 にジュネー ブをオ リエ ン ト急 行で発 ち、37ト ル コか ら

シ リア、ベイルー ト、ダマス カス、イェルサ レム、バ グダ ッ ド、テヘ ランな どを訪れ て、翌年

の4月 末 に帰国 してい る。誌 考 古学調 査隊によ る発掘 を見学 した りしている ところに、 自分の

や るべ きことを模 索す る様子 が見て とられ る。

 同年8月 のモ スクワでのイ稼 会議 に出席 した後、 シュ ヴァル ツェンバハは9月 か ら12月 にか

けて再 びテヘ ラ ンに赴 き、発掘 に携 わ る。 これ が二度 目のオ リエ ン ト旅行 で、夫 とな るテヘ ラ

ン駐在の フラ ンスの外交官ク ロー ド ・クララク と知 り合 つた こ と、旅行 中の11月 にチ ュー リヒ

で胡椒挽 き事件が起きた ことが、この二度 目を特徴 づ けるでき ごとで ある。

 大 きなス トレス を抱えた彼女 は1935年1月 に麻 薬中毒の治療 を受 け、その途中で 自殺 を試み

る。そ して2月 末、 クララク との結婚 を決断す る。4月 にベイルー トで彼 と再会 し、5月 にテヘ

ランで結婚式 を挙げた。39こ れが三度 目のオ リエ ン ト旅 行で ある。7月 、マ ラ リアの高熱 で床

にっいてい る とき、 トル コ大使 の娘 ジャ レが見舞 い に訪れ る。 ジャ レは家 庭内不和 と不治 の肺

病 を抱 えていて、40ジ ャ レとシsヴ ァル ツェンバ ハは恋 に落 ちる。 これ が 『幸せの谷』最終 章の

題 材であ る。 この恋はスキャ ンダ ラスであ り、 クラ ラクはテヘ ラ ンか ら離 れるべ く、妻 をラー

ル 谷へ と連れ てい く。 シ ュヴァル ツェ ンバハ は ジ ャ レの死 な どに よる精神 的危機 を、 クラ ウ

ス ・マ ンと暮 らす ことで乗 り越 えよ うとし、夫 も協力 してマ ンを呼び 寄せ よ うとしたが 、マ ン

は ビザを得 られ なかつた。それで同年10月 、彼 女 は夫を置いて ヨmッ パ に戻った。

 1936年 はエ ンガーデ ィンの 山ノ1屋でマ ン姉弟や プ リッツ ・ランツホ フや テレー ゼ ・ギーゼた

ちと過 ご した り、その傍のホテル に トーマス ・マ ン夫妻 が滞在 した り、マ ン姉弟 ら と車 でスペ

イ ンな どへ旅 した りして、亡命者 たち との交流 を深 めた。そ の後の活 発な活動 につい ては前号

を参照 していただ きたい。 そ して1935年 の原 稿を元に1938年 か ら39年 にかけてスイスのイ ヴ

37独 り旅ではなく、エー リカ ・マンを通 じて知 り合ったアルフレー ト・パステルネクを伴って出発した。そ

 の後も発掘隊などと―緒 に行動している。
肥移動手段は船など様々。ダマスカスからイラクに移動する際には、 『幸せの谷』で描写しているように、飛

 行機で移動している。
3'J結婚でアンネマ リー ・クララクとなり離婚す ることはなかったが、殆 ど別居状態で、シュヴァルツェンバ

 ハを名乗ることが多かつた。
⑩ 母がジャレを置いて家を出嵐 母を愛人にした人物は裕福な詩人で、母はジャレを連れ出 して詩人の元に

 住まわせたこともあったが、ジャレの病気が再発すると父のところに戻された。父はジャレに対して複雑

 な感 清を抱いていた。シュヴァルツェンバハはそ う記 している。Annemarie Schwarzenbach(1998)S.82f

 u.5.87-89.
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エル ドンにある療 養所で仕 上げ られ た 『幸せ の谷』 は著者 自身 の撮影 した風景写真入 りで1940

年初 めに出 版 され てい る。 四度 目のオ リエ ン ト旅 行は この小説 を書いた後 であ る。彼 女は車 を

新調 し、1939年6月 に冒険家エ ラ ・マイヤーノ凶 と二人で ジュネーブをカブールに向けて出発

し、カブール で第二次 世界大 戦勃発 の報 を受 け、そ こで一旦 マイ ヤール と別れ た ものの、イ ン

ドで束 の間再会 し、翌1940年 の1月 初 めに ヨー ロッパに戻 っている。 女 性二人で車を運転 して

イ ラ ク、 ア フガニ スタ ンを旅 す るのは 、今 では不可能 に近 い 冒険だ けに注 目され るこ とが多 く、

た とえば映画 『カ フィ リスタ ンへ の旅 』が作 られてい る。姐

 四度 のオ リエ ン ト旅 行 を、 その前後 お よび最 中のできご とを大幅 に省 いて紹介 した が、 これ

が物見遊 山でな く、中近 東に特別 な意義 を見出 していた ことはわか るはず であ る。そ の意義 に

は逃 避 とい う消極的 側面 もあれ ば、生 き方や文明の あ り方の探 索 とい う積極的 な面 もあつた。

自分探 し

 前提 の紹介 が長 くなつて しまつたが 、ここか ら 『幸せ の谷』 と向き合 うことに したい。 自然 に

苦 しめ られ る様 子 とジャ レ との愛 の間 に挟 まれ 、半ばで展開 され てい るのが 、何者 になれ ばよ

い のか とい うとま どい 、何 者 で もない 自分へ の焦 りで ある。 そ うした想 いを喚起 す る事 情 が

様 々な次元 で存在す るこ とは、 これ までに紹 介 した諸 々の事 晴か らわか つて もらえるだ ろ う。

 舞 台は最初 に詳 しく紹介 した通 り、社会 か ら隔絶 された ラール 谷で ある。一 人称 で語 る主 人

公 が、そ こ と対 比 され るもの と して挙 げるのは ラジオや映 画で伝 え られ る情報 で、株 式市場 で

あつた り、エチオ ピアや スペ イ ン(バ ルセ ロナ)や 中国(上 海)で の戦 闘であつた り、ベル リン

五輪 のマラ ソンで 日本代 表 と して優勝 した、植民 地出身の孫基禎(ソ ン ・ギジ ョン)で あつた り

す る。時 間 を超 越 した よ うな情 景 を描 きつつ も、現代 の戦 争が視野に入 る。 具体的な ファシズ

ム牡胴 はないが 、西洋 的世界 を踏 み出た立場 にあることが強調 されている。

  極 めて非難 され るべ き考 え!西 洋人 な ら言 わない はず!わ た しは キ リス ト教の考 え

41パ リ五輪のレガッタでスイス代姦 ホッケーやスキ―でも活躍 し、1932年 には天」U山脈の五千メー トノL峰

 に登頂、1934年 には澗 ・H国に行っている。カブールで別れた後はイン ドで1顔テし、第二次世界大戦が終わ

 るのを待ってヨーロッパへ戻 り、亡 くなるまでスイスの標高二千メー トルの山村に住んt シュヴァルツ

 ェンバハと共通するところが多い。早くも1938年 に旅行記の邦訳が出てお り、最近も介護人による晩年の

 記録が邦訳されている。シュヴァルツェンバハについて著作がある。エラ ・マイアール 『婦人記者の大陸潜

 行記 ― 北京よりカシミール〈』多賀善彦 訳、創元社1938年 、アンヌ ・ドゥリア 『いとしのエラ ― エ

 ラ ・マイヤールに捧げる挽歌』鈴木光子 訳、BOC出 版部2009年, Maillart, Ena:Dir bittere Weg. M't

 Annemane Schrvazzenbach unterrvegsnachAfghanistan. Bern 2001(The Cruel Way.1.ondon 1947).
翌ルー トが異なる点、三度 目のオ リエン ト旅行のエ ピソー ドを取 り込んでいる点が実際 と大きく違 うが、雰

 囲気の再現には成功していると思われる。映画 と事実の対応についてはDubini(2005)を 参照のこと。
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  方の基本を忘れたのだろうか?

   だけどわたしは西洋の習慣に背を向けた。だからわたしは自問する。彼らはあそこ

  でどれだけ犠牲を払つて魂の平安を得るのだろうか [69]

  民族全体が糊 申病になる。個々に 「作業療法」で治療され、ふつうの生活に連れ戻され

  る。ふつうの生活…その根っこはどれほど深いのだろう?何 を源に育つのだろう。

  [pol

 民族、犠牲、精神病、作業療法といった言葉で、ファシズムとそこからもたらされる戦争を

暗示しているように読める。ただし小説のテーマはオクシデン トから距離を置いた達観で人生

を捉えることにある。

  わたしは子どものときから変わっていない。同じ憧れ、同じ疑いを抱いている、今は

  用心しているだけのこと。あのころは全ての道が開かれていた。わたしはどうしてそ

  れに満足しなかったのだろう。どうしてこうも執拗に回り道をし、誤つた道を行かね

  ばならなかつたのだろう。そして全てはこの高地、この 「幸せの谷」で終わる。引き返

  す道はもうない。[16]

 一つのことにしか興味が持てない、もしくは一つのことにしか才能がないのであれば、進むべ

き道は決まつている。だがシュヴァルツェンバハは多芸に秀でていた。ピアノ、ダンス、乗馬、

文筆、写真、歴史学、そのうちいずれを選んでも生計が立ったのかもしれない。そうだからこ

そ、彼女はどっちつかずの人生を歩むことになった。彼女と同じ欠点を主人公は抱えていて、

それで袋小路であるらしいこの谷にたどり着く。生き方の選択肢が多くて悩むという状況は現

代的で、この自分探しというテーマこそが今の読者に受け入れられる理由であろう。

発掘現場にとりあえずの居場所を見出していた主人公がそこを去る。ちゃんとした仕事を持

ち、ちゃんとした生活を築こうとしないことを責められるのを主人公は恐れる。野垂れ死にを

否定してまともに生きること(ふつうの生活)を 求める圧力が、主人公にとっては脅迫にも近い

ものになる。

  君らが死刑を宣告したところで、わたしはまつげをぴくりとも動かさないだろう。

  「こいつはよい教育を受けた。愛i青ある両親と、理解ある教師と、公正な上司に恵ま
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  れた。何不自由なかつた。まだ二十翻 になつたところだ。動機は不明だ。穏かな環

  境であろうか?」[80]

 しかし主人公には自分を客観的に見直す機 会がある。発掘現場の同僚でカメラマンのビベン

スキ―一は、―緒にハシシを吸いつつ、主人公にこう話す。

  「最悪の人生ではなかつた。だけど君は思い違いをしている。皆が思い違いをしてい

  る。わたしがこの仕事をしているのは、時間を追っ払うため、それと金を稼がなきゃ

  ならないからだ。実はわたしは陛下の、つまりツァーの士官候補生だ。そしてそのこ

  とだけが重要だ。ひょっとすると君はまだ若過ぎて、人生ではたつた一つのことがら

  が重要だということを、まだ理解しないかもしれないが」[132】

 故郷キエフの鐘の音や、士官候補生だつたという遠い日々に思いを馳せ、日々の仕事や健康

を嘲笑い、ハシシによつて死に急いだビベンスキーの生き様が、主人公を我に返らせる、主人

公もいい加減な気持ちで発掘に関わり、麻薬に逃げ込む同類だが、ビベンスキーが惨めに思え

たからである。ここで物語は最終章を残すのみとなる。

塑

 ラール谷に行く理由は、小説ではマラリアだが、1乍者の実生活ではジャレとのスキャンダル

である。だから次第にこの恋が話の中心に移る。ジャレという名前がようやく明かされて具体

的な描写になるのは最終の第十三章である。この章にだけ小見出しが付いて、「愛の試み」、「魔

力(Magie)の 拒絶」、 「天使」の三つに分けられている。ここでようやく物語の全体像が浮か

び上がる、わかりにくい小説となつている。

 読み取り得る全体像を簡単にまとめておく。マラリアで衰弱している主人公の前にジャレと

いうチェルケス人の娘が現れ、二人は恋に落ちる。ジャレは不治の病にあって死を覚悟 してい

るのに対して、ジャレから見れば主人公には生きる意欲がある。その差からジャレは一緒にい

ることはできないと主人公を諭し、ラール谷へと送り出す。主人公はそこで孤独と過酷な自然

と向き合い苦しみ、やがてジャレの死を知る。 「魔力」あるいは 「毒」という男1陥で呼ばれる麻

薬を克服すべきことが繰り返 し語られ、ラール谷の生活には麻薬中毒治療のイメージが重ねら

れている。最終章での主人公とジャレや天使との対話は、Sofie DecockとUta Schaffersが論じ

肥直後に 「三十歳」とあるので、作者とほぼ同じ三十歳の誤りであろう。
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るよ うに、主人 公が 自身 と向 き合 う様子 を描 いてい る。覗 冬 が近づ き、遊 牧民た ちは下の豊穣

な大地 と町に戻 る。主 人公 もまたそれに倣 う。谷 か ら町へ、 自然か ら社 会へ戻 る。

 これ か らど う生 きてい くのかはわか らないが、主 人公 はかつて のジ ャレ との対話 を振 り返 り、

自身 の内に生 きる意思 を再発 見 し、谷 を下る。 客観 的に は高級 リゾー トライ フを送 ったのだ と

はいえ、心の 内を整理 した点では修行 を終 えたか のよ うであ る。Sabine Rohlfに よれば、 ラー

ル谷 とい う世 の果てにやって きて 、最後 の最後 に逃路 が開 ける。 弱 主 人公 の心 情に寄 り添 うな

ら確 かにその通 りだ が、生 きる意欲が あるか らこそ谷 に送 られ た 主人公が谷 か ら戻 るのは規定

の行動 で もあ る。 ラーノレ谷滞在 は主人公 に とって生 きる こ とに前 向き にな るため の儀式 だった

と言 える。

 谷の役割 を確 認した ところで、改めて 「幸せ」につい て考 えたい。 ジャ レとの対 話の 中で、主

人公は こ う言 う。 「ジャ レ、君は幸せ(Gl�k)に ついて考 え ると言 うけ ど、死(Tod)と 浄福

(Seligkeit)に 穏 やかな呼び 名を付 けたん じゃないの?」[143】 この直前でジ ャレの語 る 「幸せ」

は急流 を流れ下 りやがて大地 に広 がる 「川」で、それは ま さしく死の イメー ジであ り、主 人公の

指摘は もつともであ る。 元の 『ペル シアでの死 』では、そ の直前で ジャ レが、病 はわた しを川の

よ うに運 び去 る、妬 と語 つてお り、前述 の大 きす ぎる 自然 と不治 の病 が関連 付 け られ てい る。

一方でマ ラ リア は治癒可能で
、主 人公 にあつて は死 に至 る病 でな いか ら、主人公 は 自然 に運び

去 られ は しない。 自然 の大 き過 ぎ る幸せの谷で川 の ご とく運び 去 られ るのが死 ぬ こ とで あれば、

次はRohlfの 先 の主張そのままだが、世の果 ての この谷 か ら立 ち去 る道 を見 出 してそれを辿 るの

は生 に立 ちか えるこ とであ る。 隔絶 された果て に身 を置 くの が幸せ で、そ こは死 生 の分 かれ道

で ある。谷 か ら見 る下界は生 の世界なのだか ら、谷 は死への入 り口であ る。生 が死 の裏 返 しと

して存在 するほ ど死に支配 され た世界 で、主 人公 はジャ レが死 んだ と直感す る。

  ず つと後 になつて、幸 せの谷 のテ ン ト陰で 、再 び独 りで、未 だ かつてない くらい独 り

  き りで(わ た しは君 に出会 ってそ して君 と別 れ たのだか ら)、 わた しはヘル ダー リンの

  文章 を読 んで、なぜだ力偲 いつき り泣 きだ した。 こ うも揺 さぶ る ものは君の 死だ、 と

  わた しは 思つた。 だけ どそれ ば忘れ ていた生命 の響 きだ つた。[139]

 打 ちのめ されていた主 人公 は、 これ をきつか けに生 き る勇気 を、ジ ャレ無 しで も生 きてゆ く

勇気を得 る。最 後に天使 が登場す る。それは救い を与え るためで はない。天使は 「わた しはお前

覗Decock/Schaffern(2008)S ―57ff
菊Rohlf(2001)S .151―
蟹;Annemarie Schwarzenbach(1998)S ―85.
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の保護者ではなく、この地の天使に過ぎない。わたしがお前を責めているなどと思うな」[154】

と語る。先に述べたように、これは実際のところ主人公の自問である。

  「残念だが」と天使はあつさり言つた、 「お前の苦しみが現世の本で列挙されることは

  ないだろう。それは不公平なのかもしれないが、しかし、命懸けの戦いが行われてい

  て、それでいて人間の目に捉えられない戦揚があるのだ。そして公平な結末を決める

  のは、わたしたちだけだ」【153£]

 朝になり天使が消えると、テントが畳まれ、荷造りがなされ、主人公は下り始める、ラール

谷は世の果てだから、生き続ける者は引き返さねばならない。47最後の段落には、下界への憧

れ、つまり生き続けるという結末が見て取れる。

  わたしは鞍の上で前屈みになり、耳を澄ませた、ずつと遠くでキャラバンの鈴の音が

  聞こえる。 目を皿にした。友よ!友 よ、見よ!け ぶつている悲滲丘の向こう、地平

  線で、すてきなキャンバスが揺れている![157]

 巨大な否定感とささやかな希望の切ない対比は、シュヴァルツェンバハの抱えていた重荷の

重量感と、そこから歩み出すことの困難さを反映している。西洋を飛び出して自身を徹底して

省みようとする姿勢と、彼女独特の叙情性あふれる文体が感動的な作品世界を生み出している。

反ファシズムの立場でのアンガージュマンの問題を超えて、政治的な議論ではすくい上げられ

ない心の問題と向き合い、自己否定感と死への誘惑という人間の目に捉えられない戦場での命

懸けの戦いを描いている点は、反ファシズム文学という政治的観点から評価しにくい。しかしそ

れでも人は政治的闘いのなかにあってさまざまな地平で葛藤するものなのであり、反ファシズ

ム文学として高く評価されてしかるべきだろう。

hl『ペルシアでの殉 では天使が二度現れ、二度目にそのように宣告する。 Ebd., S―114l
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               Selbstsuche im Orient 
 — Annemarie Schwarzenbachs Roman Das  glückliche  Tal — 

TAKEDA Yoshiki 

Das glückliche 7al ist sicherlich der beste Roman Annemarie Schwarzenbachs. 

Über ihn gibt es inzwischen viele wissenschaftlichen Arbeiten, wobei seine 

geschlechtsunbestimmte Hauptperson und die homosexuelle Atmosphäre 
besondere Aufmerksamkeit auf sich zogen. Nur wenn das Geschlecht unbestimmt 

ist, kann man nicht wissen, ob die Liebesbeziehung der Hauptfigur zu einer 

Tscherkessin homosexuell oder heterosexuell ist. Die bisherige an der 

Homosexualität orientierten Forschungen ist also problematisch. Viel 

wesentlicher scheint mir dagegen die Zweideutigkeit des Romans, weil sein 

Thema die Sehnsuchnt nach dem Tod ist und eine solche Sehnsucht immer vage 

bleibt. 

 Obwohl dieser Roman fast nur das Leben in Nahost beschreibt, sehe ich als 

seinen Hintergrund doch auch die enge Beziehung zwischen der 

Schwarzenbachschen Familie und der NSDAP. Der Vater der Autorin war ein 

Großkapitalist, ihr Großvater mütterlicherseits ein General, ihr Onkel 

mütterlicherseits ein Gönner Adolf Hitlers, ihre Eltern unterstützten zudem wohl 

dessen Partei und ihre Mutter war Wagnerverehrer wie Hitler. Diese 

Korrelationen werden zwar im Roman nicht erwähnt, aber Schwarzenbach, als 

anti-faschistische Schriftstellerin, nahm diese Last auf sich und ihre Leiden daran 

sind im Roman deutlich ablesbar. 

 Das Glück des glücklichen Tals ist doppeldeutig. Zum einen bezieht es sich auf 

die Distanz zur Stadt, zur Hitze und zum Opium, und zum anderen darauf, dass 

dieses Tal am Ende der Welt, also am Ende des Lebens ist. Als die Hauptfigur 

nach langer Verzweiflung hier endlich einen Ausweg fand, war dies der Weg zum 

Leben, weil er sich vom Ende der Welt, also vom Tod, entfernte. Mit diesem 

doppeldeutigen, unbestimmten Glück beschreibt Schwarzenbach sehr 
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 beeindruckend die unklare Welt der Sehnsucht nach dem 'Ibd.  Die Leiden der 

Hauptperson spiegeln auf diese Weise diese Sehnsucht und gleichzeitig die innere 

Belastung der Anti-Faschistin Schwarzenbach überzeugend wider. 
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